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片仮名文字間の 等価関係の 成立

　　　　一構成反 応見本合 わせ課題 を用 い た片仮名文字指導一

丹 治 　敬之 ・野 呂　文行

　本研究 で は、既 に平仮名の 読みが 可 能で あ っ た 自閉性障害児 2 名に対 して 、 片仮名

単語の 構成反応見本合わせ 課題 を用 い た指導を行 い 、直接指導 して い ない 平仮名 一片

仮名文字 間にお い て 等価関係が成立するか どうか を検討 した 。 研究 1で は、 1名の 自

閉性 障害児にお い て 、 絵 を見本刺激 とする片仮名単語構成課題 を実施した 。 そ の 結果、

直接指導 して い な い 片仮名文字や 片仮名単語 の 読み獲得お よび 、 平仮名文字 一片仮名

文字間における等価 関係の 成立 が 示 された 。 研 究 2 で は、 1名の 自閉性障害児に対 し

て、音声を見本刺激 とする 片仮名単語構成課題 を実施 した。プ レ テ ス トお よび ポ ス ト

テ ス トを導入 したこ とで 、構成反応見本合わせ の 指導の 結果 に よ っ て 、平仮名
一
片仮

名文字間の 等価関係が 成立 した こ とを明 らかに する こ とが で きた 。 これ らの 結果か ら、

先行研究で示 され て きた平仮名や 漢字 の 指導 だけで は な く、 片仮名の 指導にお い て も

刺激等価性 を用い た指導の 適用可能性が 示 され た 。

キー ・ワ ー ド ：構成反応 見本合 わせ　刺激等価性　平仮名　片仮名

1．問題 と目的

　構 成反応 見本合 わせ 課題 （Constructed−re −

sponse 　matching 　to　sample ） とは 、 見本刺激が提

示され た後 に 、 複数の 比較刺激が提示され、そ

の 選択肢の 中か ら、見本刺激に 対応 させ て 定め

られ た順序で比較刺激 を選択 して い く課題 で あ

る。先行研 究で は、文字、数、文章構成、お金

な ど の 学習場面で構成反応見本合わせ 課題が用

い られ てお り、発達障害児 に対す る刺激間関係

の 学習 に 適用 され て い る 。 特に、文字学習に お

い て は 構成反応見本合わせ 課題 の 中で、絵や音

声に対す る単語 を構成す る こ とに よ っ て、文字

の読みや 単語 の 読みの 獲得 が促 され る こ とが先

行研究で示 され て い る （清水 ・山本，2001）。

　と こ ろ で 、刺激等価性 （Stimulus　equivalence ）

と は、物理 的な類似性 を持た ない 複数 の 刺激 問

筑波大学大学院人問総合科学研究 科

にお い て 見本合わせ 課題 を成立 させ る こ とに よ

り、直接指導 して い ない 刺激 間関係 に も新たな

関係 （派生的関係）が 生 じ る こ と を さす （山

本 ，
1992）。例 えば、 りん ご の 音声 （ノringo ノ）を

A 、 りん ご の 絵や写真をB 、りん ご の 文字 をC と

す る と き、 A （音声） とB （絵や 写真 ）の 間で

等価 な関係が示 され 、 B （絵や 写真） とC （文

字）の 間にお い て もまた 等価 な関係が示 され る

な らば、直接指 導を行わ な くて も、A （音声）

とC （文字）の 間にお い て 等価 な関係が 成立 す

る可能性があ る 。

　構成反応見本合わせ 課題を用 い た言語指導で

は 、 刺激等価性の 枠組み を適用 した指導が なさ

れ て い る 。 Mackay （1985）は、刺激 等価性 の

枠組み を用 い て 、知的障害児 に英単語の綴 り指

導 を実施 し、直接 指導 して い な い 英単語 の 読み

を獲得させ て い る 。 清水
・山本 （200ユ）は就学

前の 知的障害児に対して 、刺激等価性 を利用 し
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た平仮名単語の 構成反応見本合 わせ 課題 を行 っ

て い る 。 そ の結果、音声に対応 させ て単語を構

成す る課題 を通 して 、 直接指導 して い ない 平仮

名文字の 読み や 単語 の 読み を獲得 させ て い る 。

こ の ように 、 刺 激等価性 を用 い た文字指導 は 、

多 くの 先行研究で その 効果が示 されて い る 。 刺

激等価性の 枠組み を利用する こ と で 、直接指導

して い ない 刺激間関係や 刺激 一反応 関係が成立

する こ とが 示 され 、指導の 経済性 や効率性 とい

う観 点 で その 効 果 が 示 さ れ て い る （山本 ，

1992）。

　 とこ ろで 、自閉性障害児をは じめ とした発達

障害児で は 、刺激 の過 剰選択性 と呼ば れ る知

覚 ・認知傾 向が 指摘 され て い る （園山 ・小林 ，

1989）。 刺激の 過剰選択性 とは 、 複 数の 要素で

構成 され た複合 刺激 （例 えば，文字列刺激）に

対 し て 、 ある特定 の 要素の み に注 目 し （例え ば
，

りん ご の 「り」 な ど）、要 素刺激に 対 し て 限定

的に 反応 して し まうこ とであ る 。 した が っ て 、

通常 の見本合わせ 課題 を用い て 刺激間関係 を学

習す る場合 （例 えば
， 音声 もし くは絵 と単語 の

見本合わせ ）、「り」の 文字が ある か ら りん ご と

反応す る よ うな、限定的な刺激性制御が成立 し

て し まう可能性がある 。 こ の 問題 に対 し、構成

反応見本合 わせ 課題 は、 1 つ 1 つ の 要素 に 注 目

して刺激 を構成する課題であ るため 、 限定的な

刺激性制御を防 ぐ可能性が ある と されて い る

（Dube
，
　Mcdonald

，
　Mcllvane

，
＆ Mackay

，
1991）。

こ の ように、刺激の 過剰選択傾向が生 じる可能

性の ある発達障害児 に対 して は 、 単語 に含まれ

る文字 と音 との 1対 1対応関係を成立 させ る上

で 、 構成反応見本合わ せ課題 の 適用が有効で あ

る と考 えられる。

　 こ れ まで に、発達障害児に対す る平仮名や漢

字、英単語 の 学習にお い て 、構成反応見本合わ

せ課題 を適用 した先行研究は多 く示 されて い る 。

しか し、 構成反応見本合わせ 課題 を片仮名単語

の構 成指導に まで 適用 し、平仮名 との 等価関係

を成立させ 、そ の 適用 範囲の 拡大を検討 した研

究は な い 。 指導仮 説 と して 、平仮名 と片仮名は

共通 の音 で 対応 関係を 有し て い る た め 、 音声

（あ る い は絵）一平仮名、音声 （ある い は絵）一

片仮名との等価関係が 成立すれ ば、平仮名
一
片

仮名文字間で の 等価関係が 直接の 指導な しで 成

立す る こ とが考 えられ る 。

　 そこ で本研究で は 、 自閉性障害児 2 名に対 し

て 構成反応見本合 わせ 課題 を用 い て、片仮名単

語構成指導を実施す る。刺激等価性 の 枠組み か

ら、直接指導 して い な い 平仮名
一
片仮名文字間

で の 等価 関係が成立す るか どうか を検討する 。

1．研究 1

　 1 ．方　法

　（1）対象児 ：自閉性障害の あ る男児 ユ名 を対

象 とした （以 下，A 児）。　A 児 は地域 の 小学校の

特別支援学級 に在籍する小学 3年生の 男児 で あ

っ た 。 指導開始時の 生 活年齢 は 8 歳 8 カ 月で あ

っ た 。 A 児 は 自閉性障害 の 診 断を受け て い た 。

生 活年齢 7 歳 8 カ 月時に測定した田中ビ ネー知

能検査 V の 結果で は 、精神年齢 6 歳 0 カ月 、 知

能指数 は78で あ っ た 。 A 児は、文字の 読み に 関

して は 、 平仮名で構成され た単語 をひ とつ ひ と

つ 拾い 読み で読 む こ とがで き、 文字 と音の 関係

は成立 して い た 。 しか し、片仮名に 関 して は 、

平仮名 と形が似て い る文字 （「セ 」や 「カ 」）に

関 して は読む こ とが で き片仮名単語 もかた まり

として読め る もの もあ っ た 。 しか し、それ以外

の 片仮名は読む こ とが で きなか っ た 。 本指導 開

始前に 片仮名文字の 読 み 指導 を実 施 して い た

が 、間違 うと課題従事が わ る くな り、学習が な

か なか進まな い こ とがあ っ た 。 担任教師や母親

か らの ニ ーズ に 、 「片仮 名が 読め る よ うに な っ

て ほ し い 」とい う点があが っ て い た ため 、 本指

導 を実施 した 。 A 児の 課題 中の 様子 と して 、 間

違 い が続 くと課題の 遂行が著 し く低下 し、 課題

か らの 逸脱行動や 逃避行動 （例 えば，椅子か ら

転げ落ちた り，教室か ら逃げ出 した りす る）を

した り、 奇声 （例えば，「ワ ァ
ー
」と言 っ て

，

一

時的に パ ニ ッ クにな る）をあげた りす る こ とが

あ っ た 。 そ の ため 、課題遂行の た めに誤反応 を

なるべ く続か な い ような工 夫が必 要で あっ た 。

　（2）指導に おける場面設定 ： A 児が 在籍す る
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自閉性障害児 にお け る平仮名 一片仮名文字間にお ける等価関係の 成立

Table　l　 A 児の 指導に おける各条件で使用した刺激

ベ ー
ス ライン　　既知刺激導入条件（a）既知刺激導入条件（b）　 般化 PR 転移 PR

文字刺激　　　イ，シ，ス，ナ イ，シ，カ，セ イ，シ，ナ，セ

単語刺激　 イシ，イス，スナ，ナシ　 イカ，イシ，カイ，シカ　　イシ，力紙 シカ，ナシ

イ，シ，ス，ナ
い ，し，す，な

イ，シ，ス，ナ

　　　 　　 イシ，イス，ス ナ，ナシ
スシ，ナス

　　　 　　 い し，い す，すな，なし

特別支援学級の 教室 を借 りて個別指導 を週 1〜

2 回実施 し、45分の 指導時間 の うち約15分間本

指導を行 っ た 。 課題は机上 で指導者と対面に座

り実施 した 。

　 （3）教材 ：片仮名文字ある い は平仮名文字が

印字 されたチ ッ プ （40mm × 40mm ）、 片仮名あ

る い は平 仮名 2 文字 で 構成 された単 語 カ ー ド

（30mm × 70mm ）、 絵 カ ー ド　（60mm × 80mm ）

を使用 した 。 また、刺激を貼 りつ けるため にホ

ワ イ トボ
ー

ドを使用 した。使用 した文字 と単語

はTable　1に示 した 。 選 定 した単語 につ い て は 、

A 児が 写真や絵か ら命名で きる単語、文字は そ

の 単語に含 まれて い る文字 を選ん だ 。

　 （4）各条件の 手続 き

　　 1）ベ ース ラ イ ン （BL ）、プロ
ー

ブ （PR ）、

般化 プ ロ
ーブ （般化PR ）、 転 移プ ロ ーブ （転移

PR ）：BL お よび PR で は 、 絵 カー ドを見本刺激

と した、【絵 → 片仮名単語構成課題 】を実施 し

た 。 また 、 片仮名文字を提示 して そ の 読み を答

える、【片仮名文字 の 読み課題】、 片仮名単語を

提示 し て その 読み を答 える 、 【片仮名単語 の 読

み 課題 】を実施 した 。 般化 PR で は 、音声 あ る

い は絵 を見本刺激 とした 、 【音声 → 片仮名単語

構成課題】、【絵 → 片仮名単語構成課題】を実施

した 。 転移 PR で は 、平仮名単語を見本刺激 と

した 、 【平仮名単語 → 片仮名単語構成課題】と、

片仮名単語 を見本刺激と した、【片仮名単語→

平仮名単語構成課題】を実施 した 。 1 ブ ロ ッ ク

4試行 と し、 正反応の 場合 は言語賞賛 、 誤反応

の 時は再試行 を実施 した 。

　　 2 ）既知刺激 導入条件 （a ）；指導前 に文字

の 読み が 可 能な刺激 を挿入 す る条件 を実施 し

た 。 既知刺激で あ る文字 （「セ」， 「カ」） と、未

知刺激であ っ た文字 （「イ⊥ 「シ」） を比 較刺激

として提示 した 。 正 誤の フ ィ
ー

ドバ ッ ク は BL

と同様の 条件で あ っ た 。

　　 3 ）既知刺激導入条件 （b）：既知刺激導入

条件 （a ）で 獲得 した文字 （「イ」， 「シ 」） を既知

刺 激 に して 、 新 たに未知刺激 として文字 「ナ」

を 導入 し て 、 比 較刺 激 に は 既 知刺激 3 文 字

（「セ」， 「イ」， 「シ 」）、 未知刺激 1 文字 「ナ」を

提示 した条件で 実施 した。正誤の フ ィ
ー ドバ ッ

クは BL と同様で あっ た 。

　 （5）従属変数 ：従属変数は、各ブ ロ ッ ク内に

お ける見本刺 激に対応 した単語構成反応、ある

い は文字や 単語 の 読み反応 とし、 それ らの 正反

応率を算出 した 。 正 反応率は ブ ロ ッ ク内の正反

応数を全試行数で 除算 した もの と定義 した 。

　 2．結　果

　各条件にお け る正反応率の 推移 をFig，1に示

した。ベ ー
ス ラ イ ン に お い て は、【絵→片仮 名

単語構成課題】の 正 反応率が 50％以 下 を推移し

て い た 。 また 、 【片仮名文字の 読み 課題 】、【片

仮名単語の 読み 課題】で は、正反応率 0％で あ

り、片仮名文字お よび片仮名単語は読め なか っ

た 。既 知刺激導入条件 （a）で は、条件変更後す

ぐに正 反応率が 100％ に到達 し 、 その 後 も、 10

ブ ロ ッ ク中 8 ブ ロ ッ ク で正反応率100％ で あ っ

た 。 既知刺激導入 条件 （b）で は、条件変更後 も

正 反応 率 100％ を示 し、 その 後 も 6 ブ ロ ッ ク中

4 ブ ロ ッ クで 正反応率 100％で あ っ た 。 プ ロ ー

ブ で は、【絵→片仮名単語構成課題】にお い て 、

27〜28ブ ロ ッ ク 目に 2 ブ ロ ッ ク連続で 正反応率

100％ を示 した。【片仮名文字の 読み課題】、【片

仮 名単語 の 読み 課題 】にお い て も、正 反応 率

100％ を示 し、 片仮 名文字お よび 片仮名単語の

読み が可能に な っ た 。 般化プ ロ
ーブお よび転移

プ ロ
ー

ブ にお い て も、高 い 正反応 率で推移 し、
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　　　　　　　　　　　　 Fig．1　A 児 に おけ る各課題 の 正反応率の推移

　縦軸は各課題 に お ける正反応率，横軸は実施 したブ ロ ッ ク数を表す．プ ロ ッ トの 問に引か れ た黒線は条

件ごとの 区切 りを表 し
， 点線は 条件は 同 じ で ある が 課題 の 区切 りが あ る こ と を表す．

指導 して い ない 単語 に対 して も直接 の指導な し

で 正反応 を示す こ とが で きて い た 。

　 3．考　察

　自閉性障害児 1 名に対 して、片仮名単語構成

指導 にお い て構成反応見本合 わせ課題 を実施 し

た 。 そ の結果、片仮名文字の 読み 、片仮名単語

に対する平仮名単語構成 、 平仮名単語 に 対する

片仮名単語構成が 獲得 され 、 平仮名
一
片仮名文

字間で の 等価 関係 の 成立が示 された 。

一
方で 、

ベ ース ライ ン の ような試行錯誤学習で は、各課

題の 達成が 促 され なか っ た 。 しか し、既知刺激

を挿入する 条件 を導入 し た と こ ろ、【絵 → 片仮

名単語構成課題1 の 正反応率が上昇した。以下

に、こ れ ら 2 点に つ い て考察する。

　 （1）構成反応見本合わせ 課題達成 を促進 した

条件 の 検討

ベ ース ラ イン にお い て、【絵 → 片仮名単語構成

課題 】で は、未知刺激が 4 文字 と い う状況で あ

り、試行錯誤学習で進め る ような条件で あ っ た。

こ の 条件で は、誤反応が続 くこ とが あ り、 A 児

に とっ て課題 を遂行す る上 で も文字 を獲得す る

上 で も困難であ っ たこ とが考え られ た 。 そ こ で、

誤反応の 生起率を低 く保つ 学習場面 の 設定をす

るエ ラ
ーレ ス な学習 を進め る こ とが必要で ある

と考 えた 。 本研究で は、ア セ ス メ ン トの 段階で

既知刺激 であ っ た 「カ」、「セ 」を挿入 した刺激

セ ッ トを組み 直し、選択肢 に含まれ る未知刺激

の 数を減ら し、エ ラ
ー

レス な学習を進め やすい

条件を設定 した 。 既 知刺激挿入条件 （a ）で は 、

ベ ース ラ イ ン に 含 まれ て い た 未知 刺激 2 文 字

（「イ」，「シ」， 「ス 」， 「ナ」の うち 「ス 」， 「ナ」）

と既知刺激 2 文字 （「カ」， 「セ」）を入れ替 え、

新 た に刺激セ ッ トを組み直 した条件 で あ っ た 。

その 結果 、 条件変更後す ぐに高い 正反 応率を示

し、見本刺激に対応 させ た 片仮名単語 の構成反

応獲得が 促された 。 同様に 、 既知刺激導入条件

（b）にお い て も 、 既 知刺 激 「セ 」、「イ」、「シ」

に 、未知刺激 「ナ」で 構成 され た刺激 セ ッ トに

組 み 直 した 条件 を設 定 した 。 その 結果 、 前条

件 と同様に正 反応率は高 い 数値 を維持 した 。 こ

の 要因 と して 、 既知刺激 を比較刺 激 に 挿入 し

た条件 を設 定 した こ とに よ り、排他律の 原理

（Stromer，
1986）が働 い た可 能性 が ある と考 え

られ る 。 排他律の 原理 とは 、 未知の 見本刺激が

提示 された とき、 既知刺激 を排 除して未知刺激

を選択する 反応が 成立 し、 それが繰 り返 され る

こ とで 、それ ら の 刺激間関係が成立 する こ とを

さす 。 排他律の 原理 に より、 音 と片仮名文字 と

の 1対 1対応関係を学習 し、構成反応見本合 わ

せ の 達成 を促 進 した と考 えられ る 。

　 （2）平仮名 一片仮名文字間の 等価関係 の 成立

　本研 究の 転移プ ロ ーブ で は 、 直接指導 して い

ない 平仮名単語に対する片仮名単語構 成 、 その

対称性で ある片仮名単語 に 対する 平仮 名単語構
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自閉性障害児に お け る 平仮名
一
片仮名文字間 に お け る 等価 関係 の 成立

成が獲得され た 。 これ は 、 刺激等価性の 枠組み

で 分析が可 能で ある 。 例 えば 、 fifとい う音声

と等価関係 を持つ 文字は平仮名の 「い 」と片仮

名の 「イ」が ある 。 こ の ように 、異 なる文字で

あ っ て も共通 した音 との 等価関係が成立す る 場

合 、推移律 （Transfer：Sidman＆ Tailby，1982）

の 原理 が働 き、平仮名の 「い 」と片仮名の 「イ」

にお い て 等価関係が 結ば れ る こ とが期待で き

る 。 よ っ て 、 平仮名単語 （例 えば ， 「い す」） が

見本刺激として提示され た場合、片仮名文字の

中か ら 「イ」 と 「ス 」を音が 等価で ある平仮名

と対応 させ て 選択構成す る こ とが 可能に な り、

その対称性で ある片仮名単語に応 じた平仮名単

語の 構成もまた可 能になる とい える 。 こ の よ う

な 、 平仮 名
一
片仮名文字間で の 等価関係が 成立

する ため に は 、 それぞれ の 文字の 読み 、音声を

聞い て 文字を選択す る こ とが前提条件とな る こ

とが 考え られ る。 A 児は本研究 の指導 の 結果、

片仮名文字の 読みが可能に な っ た ため 、同 じ音

で対応関係 を持 つ 平仮名文字 との 等価関係が 成

立 した と考え られる 。

　しか し、研究 1 で は 、 指導前に平仮名
一
片仮

名文字間に お い て 、刺激間関係の 評価 を実施 し

て い なか っ た ため 、これ ら の 等価 関係の 成立 が

本研究 の 指導 の 効果か どうか は明 らか にな らな

か っ た 。 こ の 問題 を解決するため に は 、 指導の

前 に平仮名
一
片仮名文字 間で の 刺激 問関係の べ

一ス ラ イ ン を評価する必要がある 。 そこで、研

究 2 で は、指導の 前後に プレ テ ス ト、 ポ ス トテ

ス トを実施する こ とで、指導の効果 に よる平仮

名
一片仮名 文字 間で の 等価関係成立 を検討す

る 。 よ り系統的 な実験 デ ザ イ ン を適 用 し、音

声
一
絵

一
平仮名

一片仮名 とい っ た 4 者間で の 等

価関係が成立す るか ど うか を検討す る 。

皿．研 究 2

　研究 1 で は、平仮名文字
一片仮名文字間 に お

け る 刺激間関係の ベ ース ラ イ ン を導入 して い な

か っ たため、それ らの 間の 等価関係の 成立が指

導 に よ る効果 な の か が 明確にな らなか っ た 。 そ

こ で 、研究 2 で は、片仮名単語 の 構成反応見本

合わせ の 指導前後に 、 平仮名文字 と片仮名文字

の 刺激問関係 を評価する プ レ テ ス ト、 ポス トテ

ス トを設定 し、こ れ らの 等価関係の 成立が 片仮

名の 単語構成指導に よる効果な の か どうか を検

討 した 。

　 1．方　法

　 （ユ）対象児 ：自閉性 障害の ある男児 1 名を対

象 とした （以下，B 児）。　 B児 は地域 の 特別支援

学校 に在籍する小学 6 年生 の 男児で あ っ た 。 指

導開始時の 生活年齢は 11歳 7 カ月で あ っ た。生

活年齢 11歳 5 カ 月時に実施 した田中ビ ネー知能

検査 V の 結果で は 、 精神年齢が 3歳 6 カ 月で 、

知能指数が 31で あ っ た 。 B 児は、 2 〜 3語文程

度の 音声表 出に よる コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン を行 う

こ とが 可 能で あ っ たが （例 えば，○○先生 △ △

す る ？）、 オウ ム 返 し （エ コ ラ リ ア ）が 見 られ

る こ ともあ り、一方的な コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に

なる こ と もあ っ た。文字の 読み に関 して は、 平

仮名で 構成 された単語 に 関 して は読む こ とが で

きてお り、文字 と音 と の 対応関係 は成立 して い

た 。 片仮名 に 関 して は 、ほ とん ど読むこ とがで

きず 、A 児同様に 、 平仮名と形が 似て い る文字

（例 えば ，「セ 」や 「カ」） に 関 して は読 む こ と

が で きて お り、片仮名単語 もかた ま りと して 読

める もの もあ っ た 。 本指導開始前 には、平仮名

の 書 きと りや 時計の 指導を行 っ て お り、 片仮名

の 読 み指導 は実施 して い なか っ た。母親か らの

ニ
ーズに 、「片仮名が 読 め る よ うに なっ て ほ し

い 」 とい う点があが っ て い たた め、本指導 を開

始 した 。 B児の課題 中の 様子 と して 、 見通 し の

あ る活動 で あれ ば 集中 し て 取 り組 む こ とが で

き 、 机上 の 課 題 にお い て も遂行可能で あ っ た 。

しか し、 1 日の ス ケ ジ ュ
ー

ル が崩 れた り、 自分

の 好 きな活動がで きな くな っ た りする と、見通

しが持 て な くな り、
パ ニ ッ ク に陥る こ とがあ っ

た 。

　 （2）指導に おける場面設定 ：B 児が在籍する

特別支援学校の教室を借 りて個別指導を週 1 〜

2 回実施 し、 約 15分間本指導を行 っ た 。 課題は

机上 で指導者 と対面 に座 り実施 した 。

　 （3）教材 ：指導で使用 したカー ドやホ ワ イ ト
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丹治　敬之
・
野呂　文行

Table　2　B児の 指導におけ る各条件で 使用 した 刺激

プレテス ト 介入条件 ポ ス トテス ト

文字刺激

単語刺激

ア，カ，セ，ミ

あ，か，せ，み

ア カ，ア セ，カ ミ，セ ミ

あか，あ せ，か み，せ み

ア，カ，セ ，ミ

セ ァ，セ カ，セ ミ（指導）

ア カ，ミ カ，セ カ （般化 PR ）

ミ

み

セ

せ

カ

か

ア

あ

ア カ，ア セ，カ ミ，セ ミ

あか，あせ ，か み せ み

ボ
ー

ド等の 教材 に 関して は研究 1 と同様で あ

り、文字や 単語 の 選定基準に関 して も同様で あ

っ た 。 しか し、使用 した文字刺激は異な っ て い

た 。 詳細は Table　2に示 した 。

　（4）各条件の 手続 き

　　 1 ）プ レ テ ス ト ： プ レ テ ス トで は 以下 の よ

うなテ ス トを実施 した。

　 【  音声 → 片仮名文字選択課題】；音声 を見

本刺 激 とす る片 仮名文字 選択 課題 で あ っ た 。

【  片仮名文字の 読み課題】；見本刺激に 片仮名

文字 を提示 し、 片仮名 の 読み を答える課題 であ

っ た 。 【  音声→ 絵選択課題1；比較刺激が 絵で

あ る こ と以外 は、  の 課 題 と同様で あ っ た 。

【  音声→片仮名単語選択課題 】；  の 比 較刺激

が絵で は な く、片仮名単語と い うこ と以外 は同

様で あ っ た 。 【  絵 → 命 名課題】；見本刺激 に絵

を提示 し、そ の 絵の 命名をする 課題 で あ っ た 。

【  片仮名単語の 読み課題】；  の 見本刺激が絵

で はな く、片仮名単語 とい うこ と以外は同様で

あ っ た 。 【  音声 → 片仮名単語構成課題】；見本

刺激に音声 を提示 し、音声 に対応す る片仮名単

語 を構成す る課 題で あ っ た 。 【  絵 → 片仮名単

語構成課題 】；見本刺激が絵で ある こ と以外は 、

  と同様で あ っ た 。 【  音声 → 平仮名単語構 成

課題】：  の 比較刺激が片仮名 の 文字ブ ロ ッ ク

で は な く、 平仮名で ある こ と以外 は 同様 であ っ

た 。 【  片仮名単語 → 平仮名単語構成課題】；見

本刺激 に片仮名で構成 され た単語を提示 し 、 そ

れに対応する平仮 名単語 を構成 する課題で あ っ

た 。 【  平仮名単語 → 片仮名単語構成課題 】；見

本刺激 に 平仮名で 構成 した単語 を提示 し 、 そ れ

に対応 す る片仮 名単語 を構 成す る課 題で あ っ

た 。 これ ら全て の 課題 は、 4試 行を 1 ブ ロ ッ ク

とした 。 正誤 の フ ィ
ー

ドバ ッ クは与えなか っ た。

　　 2 ）介入条件 ：介入条件で は 【音声 → 片仮

名単語構成課題】を実施 し、以下 の 7 つ の 条件

か ら構成 され て い た 。

　　  ベ ース ラ イ ン ；指導者が提示す る見本刺

激 （音声）に対応す る よ うに 、 比較刺激 （片仮

名文字）を選択構成 した 場合 、 正反応 とみ な し、

言語賞賛を提示 した。誤反応の 場合は 、特に応

答せ ず、次の 課題に進ん だ 。   ブ イ
ー ドバ ッ ク

な し条件 ；正 反応、誤反応 に関わ らず、フ ィ
ー

ドバ ッ クは行 わなか っ た 。   再試行導入条件 ：

正 反応の 場合 は、ベ ース ラ イ ン と同様で あるが 、

誤反応 を示 した場合は、再試行 を実施した 。  

比 較刺激に 対する 分化反応手続 き導入条件 ；小

野寺 ・野呂 （2006） を参考 に、比較刺激 に対す

る分化反応 として、構 成 した単語 を 1文字ずつ

指差 して読む こ とを求め た 。 正 反応 、 誤反応 に

対する フ ィ
ー

ドバ ッ クは 、   と同様で ある 。  

比較刺激 に対す る分化 反応 撤去条件 ；  か ら、

比 較刺激 へ の 分化反応 を撤去 した 条件で あ っ

た 。   プ ロ ーブ （PR ）；ベ ース ラ イン と同 じ条

件 で あ っ た 。   般化 プ ロ
ーブ （PR ）条件 ；指

導 で は使用 しなか っ た 刺激 を評価 した 。 正 反

応 、 誤反応 に対 して はベ ース ラ イ ン と同様で あ

っ た 。

　　 3）ポス トテ ス ト ： プ レテ ス トと同様の 条

件であ っ た 。

　　 4 ） フ オ ロ ー
ア ッ プ ：プ レ テ ス トと同様の

条件を、 ポ ス トテ ス トの 1 カ 月後に評価 した 。

　 （5）従属変数 ：各課題の 各ブ ロ ッ ク内に お け

る正 反応 率を算出 した 。 正 反応の 基準 は各課題

に よ っ て異な るが 、見本刺激 に対応 させ た比較

刺激の 選択や、見本刺激に対す る命名や読み を

正反応 と した 。 正 反応率は各ブ ロ ッ ク内の 正反

応 をブ ロ ッ ク 内に お ける全試行数で 除算した も
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A

ノmi ノ
　 音 寅

Φ 　 AB

B C

  　 8C

ノmi ノ
　 奮 實

　　　　　　　　　　 Fig．2 刺激等価性 パ ラ ダイム に基づ く本研究 の 枠組 み

　研究2 に おける各刺激間関係お よび、刺激
一

反応関係を図式で示す。矢印の 始点が見本刺激 ， 終点が比較

刺激お よ び求め られ る反応 で あ る．実線 の 矢 印が既 に成立 して い た関係 ， 点線が直接指導な しで成立 した

関係 ， 太線が直接指導 した 関係を表す．各矢印 の 付近 に記 され た 番号 は実施 し た課題 の 番号で あ る．各枠

にA 〜H の 表記 をあて ， 各関係をア ル フ ァ ベ ッ ト （例えば ， 音声 → 片仮名文字をAB など）で表す．

の と定義 した 。 本指導で 評価 した各刺激 問関係

お よ び求め られる 反応 に つ い て は、Fig．2 に示

した 。

　 2．結　果

　 （1） プ レ テ ス ト ：各課題 の テ ス トの 結果 を

Fig．3に示 した 。 【音声 → 絵選択課題 】、 【絵 → 命

名課題】、【音声 → 平仮名単語構成課題】にお い

て 正反応率 100％ を示 して い た 。 【音声→片仮名

文字選択課題 】は正 反応率 75％ 、 【片仮名文字

の 読み 課題】は正反応率50％ で あ っ た 。 「セ 」、

「カ」 にお い て は読む こ とが 可能で あ っ た 。 【音

声 → 片仮名単語選 択課 題】 は正 反応 率 50％ 、

【片仮名単語 の 読み 課題 】は正反応率 0 ％で あ

っ た 。 【音声 → 片仮名単語構成課題】は 正反応

率25％ を示 し、【絵 → 片仮名単語構 成課題】は

正 反応 率 0 ％ で あ っ た 。 また 、 【平仮名単語 →

片仮 名単 語構成課題 】は正 反応率50％ 、 【片仮

名単語 → 平仮名単語構成課題 】は正反応率50％

を示 した 。

　 （2）介入条件 ：介入条件 にお ける指導の 結果

をFig．　4に示 した 。 介入条件で は 【音声→ 片仮

名単語構成課題】にお い て 、 プ レ テ ス トとは異

なる刺激セ ッ トを用 い て 指導を実施 した。介入

条件 にお ける ベ ー
ス ライ ン条件 で は、 1 ブ ロ ッ

ク 目に正反応率 100％ を示 した もの の 、 そ の 後

は正反応率が安 定せ ず 、 正 反応率17％ 〜83％を

推移 して い た 。 その 後の フ ィ
ー ドバ ッ ク なし条

件 では 、正反応率67％で あ っ た。次の 再試行導

入条件で は、正反応率50〜83％ を推移 して い た

が 、安定して い なか っ た 。 その 後 、 比 較刺激に

対す る分化反応条件を導入 した とこ ろ 、 23ブ ロ

ッ ク 目で正反応率 100％に到達 し、26、27ブ ロ

ッ ク 目で 2 ブ ロ ッ ク 連続正 反応率 100％ を示 し

た 。 比較刺激に対す る分化反応撤去条件や 、べ
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一
ス ラ イ ン 条件 にお い て も高 い 正反応 率を示

し 、 30 ブ ロ ッ ク 目以 外 で は す べ て 正 反応 率

100％ を示 した 。 般化 プ ロ ーブ にお い て も、 33
〜35ブ ロ ッ ク 目で正反応率100％ を維持 し、直

接指導 して い な い 単語に 関 して も片仮 名単語 を

構成する こ とが で きて い た。

　 （3） ポ ス トテ ス ト ： 【音声 → 片仮名単語構 成

課題】の 指導実施後 に 、 再度プ レ テ ス トと同様

の 条件でポ ス トテ ス トを評価 した 。 そ の 結果、

【音声 → 平仮 名単語構成課題 】以 外の す べ て の

課題に お い て 、正反応率100％ を示 した 。 特に 、

プ レ テ ス トで 正 反応率 100％を示 して い なか っ

100

　 　 75

震
肇 ・・

§
　 　 25

0

プ レ テ ス ト

た、【音声 → 片仮名単語構成課題】、【絵 → 片仮

名単語構 成課題 1、 【片仮名単語 の 読み 課 題】、

【片仮名文字の 読み課題】、 とい っ た課題 にお い

て正反応率の 上昇が 見られ た 。 また 、 平仮名
一

片仮名文字 間の 等価 関係 を評価 した 、 【平仮名

単語 → 片仮名単語構成課題】、【片仮名単語 → 平

仮名単語構成課題】にお い て も、プ レ テ ス トに

比 べ て 正反応率が上 昇した 。

　 （4） フ ォ ロ ーア ッ プ ：ポス トテ ス トの 1 カ月

後に 、 維持 を評価す る ために プレ テ ス トと同様

の 条件で フ ォ ロ
ー

ア ッ プを実施 した 。 全課題 に

お い て正反 応率100％ で あ っ た 。

ポ ス トテ ス ト

D1

艪

導

ABBCEGFGDEDFDHDI 　 EI　 FH 亅I　　　　 ABBCEGFGDED 「DHDI 　 EI　 FH 亅1

　　　　　　　　　　　　　テ ス ト関 係

　　　　　　　　　 Fig，3　各課題 の テ ス トセ ッ シ ョ ン に おけ る 正反応率 の 推移

　縦軸は各テ ス トに おける正 反応率，横軸は 各刺激 問関係ある い は刺 tw　一反応 関係 を表す．ア ル フ ァ ベ ッ

トで 表記 した各テ ス ト関係に つ い ては Fig．2に示 して い る。　 DIの 直接指導前に プ レ テ ス ト，指導後 に ポ ス ト

テ ス トを評価した こ とを表す．

正

辰
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　　　　Fig．4　B 児 に おけ る 音声 → 片仮名単語構成課題 の 正 反応率の 推移

　　　　　　　縦軸は 課題 の 正 反応率 ， 横軸 は実施 したブ ロ ッ ク数を表す．
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自閉性障害児 にお ける平仮名 一
片仮名文字間にお ける等価関係の 成立

　 3．考　察

　研 究 2 で は 、 研究 1 で示 され た平仮名
一
片仮

名文字 間で の 等価関係成立 に対 して 、 【音声 →

片仮名単語構成課題 】の 指導に よ る直接 の 影響

か どうか を詳細 に検 討す る こ と を 目的 と した 。

その 結果 、 【音声 → 片仮名単語構成課題】導入

後、ポ ス トテ ス トに お い て 平仮名
一片仮名文字

間 で の 等価関係の 成立が 示 され た 。

一
方で 、

【音声 → 片仮名単語構成課題】の 介入 条件にお

い て 、ベ ース ラ イン で は正反応率が安定 しなか

っ た 。 しか し、比 較刺激に対する分化反応条件

を導入 した とこ ろ、正 反応率が 上昇 し、課題の

達成 を促す こ とが で きた 。 そ こ で 以 下 に 、こ れ

ら 2 点につ い て考察する 。

　 （1）平仮名
一
片仮名文字間における等価関係

の 成立

　研究 1で課題で あ っ た平仮名 一片仮名文字間

の 等価関係成立に お ける 、【音声 → 片仮名 単語

構 成課題 】の 指 導効 果を検討 した 。 そ の 結果、

【音声 → 片仮名単語構 成課題】の 指導を導入 し

たこ とで 、プ レ テ ス トで不安定ある い は低 い 水

準で推 移 して い た刺激間関係お よび、刺激
一反

応 関係にお い て、高い 正反応率を示す よ うに な

っ た 。 また 、 本研究 の 目的で あ っ た 、【平仮名

単語 → 片仮名単語構成課題 】、【片仮名単語 → 平

仮 名単語構成課題】にお い て 正反応率100％が

示 され 、平仮名
一片仮名文字間で の 等価関係の

成立 が促され た 。 これ らの結果は 、 刺激等価性

の 観点か ら考察す る こ とが 可能で ある 。

　Mackay （1985）が 、す で に音声
一
絵 の 等価

関係 が成立 し て い る知的障害児 に対 し、【絵 →

英 単語構 成課題】 を指導 した こ とで 、 音声 一

絵 一英単語 間に お ける各刺激問関係にお い て 、

直接の 指導な しで 等価 関係 の 成立 を 示 して い

る 。 Mackay （1985） と同様 に 、 本研究に お い

て も、音声
一絵 の 等価 関係が成立 して い る 自閉

性障害児 に対 して 【音声→ 片仮名単語構成課題】

を適用 した 。 そ の 結果、直接 指導 して い ない 刺

激 間関係や刺激
一
反応 関係に お い て 正反応率の

上昇 が見 られ 、 Mackay （1985） の 結果を支持

する もの とな っ た 。

　それ に加え、本研究で は、平仮名
一
片仮名文

字間で の 等価関係 も成立 し、音声
一
絵

一
平仮

名
一
片仮名刺激間 と い っ た 4 者間における等価

関係 の 成立が示 された 。 平仮名 一片仮名文字間

の 等価関係成立 の要 因と して、既 に音声
一
平仮

名文字間で 等価 関係が 成立 し て い た と こ ろ に、

新た に 音声
一
片仮名文字間で の 刺激問関係が成

立す る ような指導を した こ と で 、 刺激等価性 に

お ける推移律の 原理が働 き、 直接指導 して い な

い 平仮名
一
片仮名文字間にお い て等価関係が 示

された こ とが考え られ る 、 また 【音声 → 片仮名

単語構成課題】の 指導に よ り、片仮名文字の 読

み も可能に な り、共通す る音で 対応 関係 を もつ

平仮名
一
片仮名文字間にお い て、等価関係 を成

立 させ るような前提 条件 も満た して い る こ とが

うかがえた 。

　研究 2 の 結果か ら、 平仮名 と片仮名 と い っ た

異 なる文字刺激問にお い て も、共通する音で 対

応 関係 を もつ とい うこ とか ら、刺激等価性 を利

用 した指導 を適用する こ とが可能であ る こ とを

示す こ とがで きた 。

　（2）比較刺激 に対す る分化反応 条件導入 の 効

果

　研究 2 にお い て 、【音声 → 片仮名単語構成課

題】を指導する際、通常の 分化強化手続 きで は

正 反応率が 上昇 しな か っ た 。 そ こ で、比較刺激

に対する分化反応条件 を導入 した と こ ろ、正反

応率の 上昇が見 られ 、 課題の 達成を促す結果 と

な っ た 。 比 較刺激に対する 分化反応条件導入 の

効果 の 要 因と して 、比較刺激 （片仮名文字）の

同時弁別を促進 した効 果が あげ られ る 。 小 野

寺 ・野呂 （2006）は、比較刺激 に対す る分化反

応手続 きを見本合わせ 課題に適用 し、刺激の 同

時弁別促 進の 効果 を示 して い る。本研 究 の B 児

にお い て も、 比較刺激で ある片仮名文字 4 刺激

の うち、 2刺激 （「ア 」、「ミ」）は 読め ず 、 音

声
一
文字間で 等価 関係が 成立 して い なか っ た 。

つ ま り、【音声→ 片仮名単語構 成課題】にお い

て 、 未知刺激 の 片仮名文字を含む比較刺激の 間

で 、同時弁別が 困難で あっ たこ とが考 えられた 。

そ こ で 、 構成 した 単語 に対 して 1文字ずつ 指差
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して い きなが ら、 文字の 読み （分化反応） を求

め た。こ れ に よ り、比較刺激の 同時弁別が促 さ

れ、課題達成を導 い た可能性が考えられる 。

N ．総合考察

　本研究で は 、 自閉性障害児 2名 に対 して 片仮

名単語構成課題 を実施 し、刺激等価性の枠組み

を用 い た平仮名
一
片仮名文字間にお ける等価関

係 成立 を検 討 した。そ の 結果 、本研究で 平仮

名
一
片仮名文字間の 等価関係成立 が示 され た 。

対象児の 2 名は 、 片仮名単語を構成す る指導を

通 して、片仮名単語の 読み だけで はな く、片仮

名文字の 読み まで獲i得 した 。
こ れは 、 本指導 に

よ り各文字に対 して 対応す る音声が制御 した と

考えられ、適切 な刺激性制御が働 い た と考える。

また、平仮名に 対 して 同 じ読み の 片仮名を選択

す る こ とがで きて い た こ とか ら、 2者間の機能

的等価性 を成立 させ たと考えられ る 。

　本研 究の 結果か ら、片仮名単語の 構成反応見

本合 わせ 課題 を指導する こ と で 、音 と片仮名文

字 との 等価関係が形成され 、共通する音 を有す

る平仮名との 等価関係 もまた 、 直接 の 指導な し

で成立す る こ とが示唆 され た 。 こ の 結果は、片

仮名単語構成指導にお ける刺激等価性の 枠組み

を用 い た指導 の 有効性 を示 すと とも に 、等価 関

係 の 拡大 を直接の 指導 なしで 成立 させ た 点で 、

指 導の 効率性 を示す こ とが で きた と考 え られ

る 。 Yamamoto 　and 　Shimizu （2001） は 、 刺激等

価性の 枠組み を用 い て 、 音声 一絵 一平仮 名
一
漢

字 の 4 者間の 等価関係成立 を示 して い る 。 本研

究で は 、 片仮名単語構成課題 を通 して 、音声
一

絵 一平仮名 一片仮名 の 4者間にお ける等価関係

の 成立を示すこ とが で きた。これ は 、 共通す る

音 を有する文字刺激で ある仮名文字の 特憔 を利

用 した、刺激等価性 の 適用 範囲拡大 を示唆 した

こ とに な る とい える だろ う。

　 しか し、実験デ ザイ ン に課題が残 され た 。 研

究 2 で は 、 介入条件 の 中で 、 通常の分化強化条

件で は 【音声 → 片仮 名文字構成課題 】の 達成が

見 られなか っ たため、比較刺激に対する分化 反

応 を求めた条件 を導入 した。そ の 結果 、 【音声

→ 片仮名単語構 成課題】の 達成 は促 されたが 、

分化反応 （片仮名の 読み ）を求め て い た た め 、

【片仮 名単語の 読み課題 】を直接指導 して い た

こ と も考え られ、各等価関係 の 成立 が片仮名単

語構成課題の 導入 に よる結果 なの かは明確 に示

され た とは い えない とも考え られ る 。 今後は、

よ り系統的 な実験デ ザイ ン の もと 、 等価関係の

成立 お よびその 適用範囲の 拡大 を図る必要があ

る 。
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Demonstrating the Emergence of  Stimulus Equivalence Relations Between  Hiragana-VVord  find

                   Katakana-VVord in Children With Autistic Disorder:

       Teaching Katakana Words  by  Using  Constructed-Response Matching to Sample

Takayuki  TANJI  and  Fumiyuki NORO

  In this study, we  examined  the emergence  of  stimulus  equivalence  relations  between written hira-

gana words  and  written  katakana words  by  using  katakana-word construction  tasks in two children

with  autistic  disorder who  had been able  to read  hiragana words.  In study  1, we  taught a child with

autistic disorder to construct  katakana words  accerding  to the pictures, The  results  indicated that he ac-

quired the skills to read  words  written  in katakana and  it emerged  unreinforced  conditional  relations

between hiragana-words and  katakana-words. In study  2, we  taught  a  child  with  autistic disorder to

construct  the appropriate  katakana-words according  to words  presented orally.  Before teaching the

katakana-werd construction  task, we  instmcted the assessment  ofthe  stimulus  relations  between hira-

gana-word  and  katakana-word by using  pre-post test in order  to evaluate  the effect  of  teaching

katakana-word construction  task. The  results  revealed  that the emergence  of  equivalence  relations  be-

tween hiragana-word and  katakana-word occurred  after teaching  katakana-word construction  task.

Thus  the results demonstrated that stimulus  equivalence  procedures are  applicable  not  only  for teach-

ing spelling  using  hiragana and  reading  words  with  kaoji, but also fbr teaching words  written  in

katakana,

Key  Words:  constructed-response  matching  to sample,  stimulus  equivalence,  hiragana, katakana
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